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新
し
い
道
の
駅
に

　
県
道
76
号
（
山
北
藤
野
）
の
「
道
の
駅

山
北
」
は
、
西
丹
沢
の
山
並
に
囲
ま
れ
た

河
内
川
沿
い
に
位
置
し
「
水
と
緑
に
親
し

む　
い
こ
い
の
パ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
に
、
平
成
９
年
７
月
に
開
設

し
た
道
路
休
憩
施
設
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

の
休
憩
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
案
内
や
地
域

振
興
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
皆
様
に
ご
利

用
い
た
だ
き
、約
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
施
設
が
老
朽
化
し
て
き
た
た
め
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
施
設
所
有
者
で
あ
る

県
、
施
設
を
運
営
し
て
い
る
町
、
清
水
地

区
振
興
協
議
会
で
検
討
を
重
ね
、
道
路
利

用
者
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め

ざ
し
て
既
存
施
設
の
改
修
と
建
物
の
増
築

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月

に
工
事
が
始
ま
り
、
約
６
か
月
の
工
事
期

間
を
経
て
、
６
月
23
日（
日
）に
待
望
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

建物部分の拡張により、休憩・情報スペースや地元特産品の
販売スペースが充実し、道路利用者の利便性・サービスが向上

改修後

改修前

「
道
の
駅 

山
北
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

「
道
の
駅 

山
北
」が
平
成
24
年
12
月
か
ら
約
半
年
を
か
け
て
増
改
築

工
事
を
行
い
、６
月
23
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅 

山
北
」が
平
成
24
年
12
月
か
ら
約
半
年
を
か
け
て
増
改
築

工
事
を
行
い
、６
月
23
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
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厨　房

レストラン 情報スペース

男子トイレ 女子トイレ

屋外休憩所休憩スペース

陳列棚

レジ
カウンター

陳列棚

販売スペース
陳列棚

陳列棚

陳列棚

事務室
フレキシブル
ブース

【リニューアル事業の概要】
・障がい者用の駐車スペースが１台分増えて、歩道には屋根も設置され、雨天時における利便性・サービスの向上が図られました。
・障がい者用トイレが全面的に改修されました。（オストメイト対応）
・建物が増築され、休憩・情報スペースの拡張による施設の充実が図られました。
　（情報スペースには道路情報を提供するモニター設置）
・地域振興を図る地元特産品の販売スペースが拡張されました。
・駐車場の出入り口が増設され、カラー舗装での駐車スペースの明確化により、安全で円滑に利用できるようになりました。
・省エネ対策として、施設内のすべての照明がLED化されました。

・・・地域の魅力満載・・・

平成９年７月のオープン当初か
ら駅長を務める。休日は、奥さ
んと農業を営みながら、趣味の
ドライブに出かけることも。

「道の駅 山北」
駅長
山崎　悟さん

「道の駅 山北」
駅長
山崎　悟さん

販売スペース

陳列棚 陳列棚

陳列棚

環境に配慮したLED照明周囲の景色と調和した建物販売スペースの拡張

休憩・情報スペースの拡張オストメイト対応のトイレ屋内に続くスロープ

　 

「
道
の
駅 

山
北
」
の
売
店
で
は
、
地
元

農
家
で
育
て
た
四
季
折
々
の
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
は
も
ち
ろ
ん
、
山
北
の
豊
か
な
自

然
の
中
で
育
っ
た
山
菜
、
地
元
の
名
産
足

柄
茶
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
や
果
物
の
加
工

品
、
山
北
町
の
銘
菓
な
ど
数
多
く
の
品
を

揃
え
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
ろ

　「道の駅 山北」のリニューアル工事
中には、ご利用者の皆様に大変ご不
便をおかけいたしましたが、このたび、
多くの方々のご尽力により、リニュー
アルオープンを迎えることができ感謝
しております。
｠　道の駅に立ち寄られるお客様は、
ドライブをしながら自然の風景を楽し
んだり温泉に行ったり、その途中で足
を運んでくださいます。
　私たちスタッフ一同は、「道の駅 山
北」が地域振興の核となり、賑わいの
場となるよう努力していきたいと思い
ます。また、立ち寄っていただいた皆様
の小さな思い出の一つとして心に刻
まれ、もう一度訪れてみたいと感じて
いただくことが一番の願いです。
　ぜひお気軽にお立ち寄りください。

にぎ
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昨
年
６
月
16
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

記
念
事
業
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ソ
サ
エ
テ
ィ
今
井
通
子
理
事
長
の
講

演
や
、
町
で
養
成
し
た
「
も
り
の
お
も
て

な
し
ガ
イ
ド
」
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　
司
会
に
は
、
Ｆ
Ｍ
横
浜
で
お
な
じ
み
の

ホ
ズ
ミ
ン
（
穂
積
ユ
タ
カ
氏
）
を
迎
え
、

歓
迎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
茉
莉
花

（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
）に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
山
北
を

披
露
す
る
中
、
湯
川
町
長
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
、
主
催
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
８
回
の
体
験
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
計
１
０
０
余
名
の
方
々
が
森
林

セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
ツ
ア
ー
の
中
に
は
、
町
民
向
け

の
プ
ラ
ン
も
企
画
し
、
や
ま
き
た
の
秘

境
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

馴
染
み
の
あ
る
場
所
で
も
、
ガ
イ
ド
の

案
内
で
木
漏
れ
日
や
水
の
せ
せ
ら
ぎ
の

音
な
ど
を
五
感
で
堪
能
し
、
心
身
共
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
24
年

６
月

「
プ
チ
体
験
」　
　

【
対
象
】
一
般

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド「
河
村
城
跡
コ
ー
ス
」

８
月

「
夏
休
み
親
子
体
験
ウ
ォ
ー
ク
」

【
対
象
】
親
子
（
中
学
生
以
下
）

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド「
河
村
城
跡
コ
ー
ス
」

10
月

「
女
子
会
！
滝
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」

【
対
象
】
女
性
限
定

「
西
丹
沢
西
沢
コ
ー
ス
」

12
月

「
名
瀑
＆
農
園
の
ん
び
り
プ
ラ
ン
」

【
対
象
】
一
般　
　

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

　
「
河
村
城
跡
・
洒
水
の
滝
コ
ー
ス
」

平
成
25
年

１
月

「
ふ
る
さ
と
再
発
見

　
（
町
民
向
け
）
プ
ラ
ン
」

【
対
象
】
町
民　
　

「
西
丹
沢
西
沢
コ
ー
ス
」

３
月

「
早
春
ま
っ
た
り
滞
在
型
プ
ラ
ン
」

【
対
象
】
一
般　
　

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
「
河
村
城
跡
・
洒

水
の
滝
コ
ー
ス
」、「
丹
沢
湖
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
」
ほ
か

４
月

「
お
花
見
満
喫
プ
ラ
ン
」　
　

【
対
象
】
一
般

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド「
河
村
城
跡
コ
ー
ス
」

５
月

「
目
に
青
葉…

リ
ラ
ッ
ク
ス

　
（
町
民
向
け
）　
プ
ラ
ン
」

【
対
象
】
町
民

　
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド「
河
村
城
跡
コ
ー
ス
」

平成24年6月16日にグランドオープンした山北町森林セ
ラピー基地「もりのおもてなし　や・ま・き・た」は、グラン
ドオープンから1周年を迎え、様々なイベントを開催し、町
内外の皆様に森林セラピー体験をしていただきました。

山北町森林セラピー基地
オープン １周年
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山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
運
営
協
議
会
が
主
催

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
、
個
人
や
企
業
６

団
体
か
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
の
申
込
み
を
い

た
だ
き
、
計
60
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ

か
、
付
属
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
さ
く
ら

の
湯
入
浴
」
や
「
ヨ
ガ
体
験
」、「
み
か
ん
狩
り
」

な
ど
、
季
節
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
満

喫
し
て
お
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
内
の
企
業
や
団
体
の
皆
さ
ん
も
、
福
利
厚

生
事
業
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
オ
ー
プ
ン

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
ぶ
ら
り　
や
き
ま
た
」

　
　
７
月
７
日
（
日
）
９
時
30
分
〜

三
ツ
木
清
隆
さ
ん
（
俳
優
）
と
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
や
山
北
の
名
所
を
ぶ
ら
り…

と
散

歩
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
や
、
山
北

町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
種
の
広
報
媒
体
を
通

じ
て
広
く
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】山
北
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５
│
０
８
２
２

　６月８日、町内の林道やトレイル（山の中の道）、河原
などを走るレース「西丹沢アドベンチャーラン42K＆
21K」が、同実行委員会の主催により開催されました。
　このレースは、昨年行われた「西丹沢アドベンチャー
トレイルin山北」に引き続き町内では２回目で、今回は
玄倉をスタート、ゴールとして、42km（ソロ・ペア）
と21km（ソロ）の種目で選手がユーシンや大野山、八丁、
秦野峠林道などを走りました。
　当日は、青森県や福岡県など全国各地から、昨年の倍
以上である756人の選手が参加し、多くのボランティア
や出店が大会を支える中、盛大に開催されました。

　６月11日、国民の生命・財産を献身的に守る自衛
隊の募集相談員４名の委嘱式が行われました。
　委嘱式には町長、自衛隊神奈川地方協力本部長が
出席し、連名による委嘱状を授与しました。（敬称略）

【委嘱された方々】　　　　　　　　（任期は２年）

西丹沢アドベンチャーラン  ４２Ｋ＆２１Ｋ自衛官募集相談員を委嘱しました

左から平井さん、武さん、田中さん、原田さん
▲勢いよく駆け抜けるスタート直後（２１Ｋ）▲

豊かな自然の中でレースを楽しむ参加者

氏　　　名
武　　　徳　弘
原　田　紘　一
田　中　博　幸
平　井　節　男

地　　　　区
山　北（萩　　原）
山　北（怒杭文化）
山市場（湯 本 平）
山　北（平　　山）

セラピーウォーク前後に行わ
れるストレス度チェック

栄養バランスが考えられた
セラピー弁当



不
法
投
棄
発
生

用
水
路
に
ご
み
を
捨
て
る
と

用
水
路
の
役
割
と
は
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最
近
、一
部
の
心
無
い
人
に
よ
り
、

用
水
路
内
に
腐
っ
た
み
か
ん
や
、
草

刈
り
後
の
草
な
ど
の
ご
み
が
大
量
に

不
法
投
棄
さ
れ
る
事
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　
用
水
路
は
、
田
ん
ぼ
な
ど
農
業
用

に
使
う
水
を
流
す
事
は
も
と
よ
り
、

生
活
排
水
や
雨
水
の
排
水
先
と
し
て

の
役
割
も
非
常
に
大
き
く
、
特
に
降

雨
時
に
は
、
大
量
の
水
を
地
区
か
ら

排
水
す
る
た
め
の
大
切
な
施
設
で
す
。

　
用
水
路
の
管
理
は
、
各
地
区
の
用

水
組
合
や
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
、

用
水
を
利
用
し
て
い
る
方
々
な
ど
が

主
体
と
な
っ
て
、
常
時
ご
み
の
除
去

や
水
量
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
雨
な
ど
の
際
に
は
、
こ
れ

ら
の
作
業
は
昼
夜
を
問
わ
ず
に
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

用水路は町民の共有財産！！用水路は町民の共有財産！！

誰 だ！！誰 だ！！

一部の心無い人の行為により、皆さんが困っています（岩流瀬用水、４月撮影）

用水路が溢れると大きな被害へとつながります

用
水
路
の
管
理

　
用
水
路
に
ご
み
を
捨
て
る
と
、
水

路
が
詰
ま
っ
て
水
が
溢
れ
、
そ
の
水

が
付
近
の
農
地
や
敷
地
な
ど
に
流
れ

込
み
、
土
砂
崩
落
や
浸
水
な
ど
を
起

こ
し
て
大
切
な
財
産
や
生
命
ま
で
を

も
脅
か
す
事
故
が
発
生
し
か
ね
ま
せ

ん
。

　
近
年
は
、
短
時
間
に
多
量
の
雨
が

降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
発
生
し
や
す
く
、

用
水
路
内
は
急
激
に
水
量
が
増
加
し

ま
す
。
用
水
路
に
ご
み
が
詰
ま
っ
た

状
態
で
は
、
瞬
時
の
う
ち
に
水
が
溢

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
内
で
も
実
際

に
、
溢
れ
た
水
が
近
隣
の
敷
地
に
ま

で
流
れ
込
み
、
危
険
な
状
況
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 あ

ふ
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　集積所の清掃や維持
管理は、それぞれの自治

会の皆さんによって行われています。家庭などから出たごみは、
必ずお住まいの自治会等で決められた集積所に出しましょう。

　通勤の途中などに、決められた場所以外の集積所にごみを出した
り、走行中の車の窓からごみを投げつけたりする危険な行為は、周辺

住民の方に多大な迷惑を及ぼし、トラブルの原因になるばかりでなく、不法投棄や道路交通法違反などの処
罰の対象となります。マナーを守って、お互いに気持ち良く集積所を使用しましょう。

　集積所には、朝の６時から８時までの間にごみを出すようにしま
しょう。ごみの収集は当日の朝８時から開始し、迅速に即日回収をす

るために、一度回収したごみ集積所には、再度収集に向かうことはできません。夜間や日中など時間外にご
みを出すことや、収集後にごみを出すことは、鳥獣による集積所の散乱の原因となります。

　ごみの分別方法や、種類ごとのごみの収集日は、町民カレンダーに掲
載しています。ごみ出しのルールを守ることは、最低限のマナーです。

皆さんで協力し、快適な住環境を保っていきましょう。

【問合せ】環境農林課生活環境班　（電話）７５－３６５４

ご
み
を
捨
て
な
い

　
用
水
路
に
は
、
ご
み
や
伐
採
し
た

草
木
な
ど
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
ご
み
な
ど
を
捨
て
る
と
、
悪
臭
が

発
生
し
た
り
、
水
路
が
詰
ま
っ
て
水

が
溢
れ
る
原
因
と
な
っ
た
り
し
て
、

皆
さ
ん
の
住
環
境
を
著
し
く
悪
化
さ

せ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
な
ど
を
用
水
路
へ
投

棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

　
用
水
路
は
皆
さ
ん
の
共
有
財
産
で

す
。用
水
路
の
役
割
を
再
認
識
し
て
、

普
段
か
ら
き
れ
い
に
保
つ
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
場
合
や
、

用
水
路
が
溢
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
不
法
投
棄
に
つ
い
て
】

　
環
境
農
林
課

　
　
　
（
電
話
）
７
５
│
３
６
５
４

　
松
田
警
察
署

　
　
　
（
電
話
）
８
２
│
０
１
１
０

【
用
水
路
に
つ
い
て
】

　
上
下
水
道
課

　
　
　
（
電
話
）
７
５
│
３
６
４
５

不法投棄は
犯罪です！！
不法投棄は
犯罪です！！
不法投棄は
犯罪です！！

用水路はきれいに保ちましょう

ルールを守って、
　　ごみを正しく出しましょう
ルールを守って、
　　ごみを正しく出しましょう
ルールを守って、
　　ごみを正しく出しましょう

ごみは決められた集積所へ

マナーを守りましょう

利用時間を守りましょう

ルールを守りましょう

ごみ集積所は皆さんの手で管理されています



　
熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
こ
と
な
ど

で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ

ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

の
調
整
機
能
が
正
常
に
働
か
な
く
な
る

こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

身
体
は
、
常
に
熱
を
作
り
だ
す
一

方
、
汗
を
か
い
た
り
、
皮
膚
か
ら
熱
を

逃
が
す
こ
と
で
、
体
温
の
上
昇
を
抑
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
温
の
調
整

機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、
体
内
に
熱
が

こ
も
り
、
体
温
の
調
整
が
で
き
な
く

な
っ
た
状
態
が
熱
中
症
で
す
。
重
症
化

す
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
適
切
な
予
防
法
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

広報やまきた　平成25年7月号　No.701 8

■
湿
度
が
高
い
と
き

　

気
温
が
低
く
て
も
、
湿
度
が
高
い
と
汗
が

蒸
発
し
に
く
く
な
り
、
熱
中
症
が
起
こ
る
危

険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
気
温
が

25
度
以
下
で
も
、
湿
度
が
80
％
以
上
あ
る
時

は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
日
差
し
が
強
い
と
き

　

晴
れ
た
日
は
、
直
射
日
光
や
地
面
か
ら
の

照
り
返
し
が
熱
中
症
の
危
険
度
を
高
め
ま
す
。

大
人
に
比
べ
て
地
面
に
近
い
子
ど
も
や
ペ
ッ

ト
は
、
照
り
返
し
に
よ
り
特
に
高
温
に
さ
ら

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

■
風
が
弱
い
と
き

　

風
が
弱
い
時
は
、
汗
を
か
い
て
も
体
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
蒸
発
し
に
く
く
な
り
、
体
温

を
下
げ
る
効
果
を
弱
め
て
し
ま
い
ま
す
。

■
暑
さ
指
数
が
高
い
と
き

　
「
暑
さ
指
数
」
と
は
、
気
温
と
湿
度
と
輻
射

熱
を
組
み
合
わ
せ
た
指
標
で
、
専
門
的
に
は

W
B
G
T
（
湿
球
黒
球
温
度
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
暑
さ
指
数
は
、
熱
中
症
発
生
の

目
安
と
な
り
、
熱
中
症
の
予
防
情
報
は
こ
の

暑
さ
指
数
を
元
に
し
た
も
の
で
す
。

※

暑
さ
指
数
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
環

境
省
熱
中
症
予
防
情
報
」
サ
イ
ト
か
ら
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　
熱
中
症
の
症
状
は
、「
軽
症
」「
中
等
症
」「
重

症
」
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症

が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
重
症
に
な
る
前
に

適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

猛
暑
日
（
１
日
の
最
高
気
温
が
35
度
以

上
）
が
続
く
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
最
も
注

意
が
必
要
で
す
が
、
気
温
が
高
い
時
に
だ
け

気
を
つ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
低
い
気
温
の
日
で
も
、
条
件
次
第

で
危
険
度
は
グ
ッ
と
上
昇
し
ま
す
。

■
暑
い
と
き

　

猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
多
い
年
は
、
熱
中
症

で
亡
く
な
る
人
も
増
え
ま
す
。
一
般
的
に

は
、
最
高
気
温
が
25
度
を
超
え
る
と
患
者
が

発
生
し
、
30
度
を
超
え
る
と
熱
中
症
で
死
亡

す
る
人
の
数
が
増
え
は
じ
め
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

熱
中
症
は
い
つ
起
き
る
の
？

熱
中
症
の
重
症
度
は
３
段
階

熱中症を予防して夏を元気に楽しもう！熱中症を予防して夏を元気に楽しもう！熱中症を予防して夏を元気に楽しもう！

ふ
く
し
ゃ

ね
つ

▼熱中症の重症度と対処

①涼しい場所へ避難
②衣服をゆるめ、体を冷やす
③水分・塩分の補給

①涼しい場所へ避難
②衣服をゆるめ、体を冷やす
③水分・塩分の補給
④足を高くして休む
⑤症状が改善しなければ病院へ

①すぐに救急車を要請
②氷や水で冷やす
　（首・脇の下・足の付け根など）

①めまい、立ちくらみ
②筋肉のこむら返り（痛み）
③大量の発汗

①意識が無い
②体がひきつける（痙攣）
③呼びかけへの返事がおかしい
④まっすぐ歩けない
⑤体温が高い

①頭痛
②吐き気がする・吐く
③体がだるい（倦怠感）

入院して集中治療
の必要がある重　症

病院への搬送を
必要とする中等症

現場での応急処置
で対応できる軽　症

重症度 症　状 対　処

けいれん



　
今
年
も
暑
い
夏
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

気
温
の
高
く
な
る
時
期
に
備
え
、
家
族

や
ご
近
所
同
士
で
、「
暑
く
な
い
？
」「
水

分
と
っ
て
る
？
」
な
ど
、
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
っ
て
熱
中
症
を
予
防
し
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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町
と
広
報
委
員
会
（
連
合
自
治
会
、
自
治
会
、
婦
人
会
）
で
は
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
解

決
の
方
向
を
共
に
探
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」

を
町
内
10
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
山
北
町
自
治
基
本
条
例
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
権
利
と
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
は
身
近
で
も
起
き
て
い
る

熱
中
症
の
予
防
法…

…

　
水
分
補
給
と
暑
さ
を

　
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に

　

表
１
の
よ
う
に
、
熱
中
症
は
私
た
ち
の
身

近
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
10
〜
19
歳

の
方
や
高
齢
者
の
方
に
熱
中
症
の
発
生
が
多

く
み
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
や
、
冷
房
器

具
を
使
用
し
な
い
で
室
内
で
過
ご
し
て
い
て

熱
中
症
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
増
え
て
い
ま

す
。

【問合せ】企画財政課企画班　（電話）７５－３６５２

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
か
ら

̶

町
内
10
会
場
で
座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す̶

平成25年度　座談会「町長と語ろうまちづくり」日程表

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

No. 月　日 時　間 地　区 会　　場 備　　　考

7月26日

8月22日

8月27日

9月 ３日

9月 ５日

9月10日

9月12日

9月18日

9月20日

9月24日

（金）

（木）

（火）

（火）

（木）

（火）

（木）

（水）

（金）

（火）

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

19:00～

清水地区

三保地区

山北地区

岸 地 区

岸 地 区

向原地区

山北地区

山北地区

向原地区

共和地区

三保公民館

中央公民館

岸集会所

向原児童館

平山集会所

第２児童館

清水ふれあい
センター

高齢者いきいき
センター

下本村コミュニティ
センター
共和トレーニング
センター

清水地区

三保地区

越地・南原・湯坂

宿・斑目・原耕地

平山地区

共和地区

第２ブロック
第３ブロック

尺里西・尺里中
尺里東・高松・山下

上本村・下本村・本村東
村雨・前耕地・水上

第１ブロック
（平山地区を除く）

表１　平成24年における
　　　熱中症の発生（救急搬送）件数

足柄上地区内

13

8

4

25

山北町内

0

0

1

1

計

13

8

5

26

７月

８月

９月

計

※総数のうち、軽症10件、中等症15件
　（小田原市消防本部より）

●
暑
さ
を
避
け
よ
う
！

　
外
出
時
は
、
日
差
し
の
強
い
時
間
を
避
け
、

帽
子
を
被
り
日
陰
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
自
宅

で
は
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」「
す
だ
れ
・
よ
し
ず
」

な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
服
装
を
工
夫
し
よ
う
！

　
服
装
は
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の

衣
類
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
ク
ー
ル
ビ
ズ
も
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
を
補
給
し
よ
う
！

　
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に

水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
汗
を
多
く
か
い
た
時
に
は
、
水
よ
り
も
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
注
意
し
よ
う
！

　
ス
ム
ー
ズ
に
発
汗
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
暑
さ
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。
急
に
暑

く
な
っ
た
日
や
、
暑
い
環
境
で
の
初
日
の
活

動
に
は
体
が
慣
れ
て
い
な
い
た
め
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
体
調
が
悪
い
場
合
は
無
理
し
な
い
！

　
気
温
・
湿
度
が
高
い
な
ど
の
環
境
条
件
と
、

体
調
が
良
く
な
い
な
ど
の
個
人
の
状
況
が
重

な
る
と
、
熱
中
症
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の

で
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
ぶ
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豊かな森林（もり）と清流のまち“やまきた”を漕（こ）
ぐ、さわやかレクリエーションレース。自然豊かな丹
沢湖へ、色とりどりのカヌーが全国各地から集結！　

生涯学習課
電話 75-36497月15日（祝） 9：30

（開会式）
カヌーマラソン
Ｉ Ｎ 丹 沢 湖

丹沢湖

丹沢湖花火大会
実行委員会
電話 75-3646

会場では夕方から和太鼓や郷土芸能などが行われ
る。花火は約2,500発が湖上から打ち上げられ、特
に丹沢湖の水中花火は好評。花火の音が周囲の山々
に反響し迫力ある響きが楽しめる。

20：00
（花火打ち上げ）丹沢湖花火大会 8月10日（土） 丹沢湖

駐車場

観光協会
電話 75-2717

「日本の滝百選」、「全国名水百選」に選ばれている
名瀑（めいばく）で、雄大な姿は三段からなり、落差
は一の滝69m、二の滝16m、三の滝29mという豪
快な滝。洒水太鼓の演奏や、火祭り、奉納舞踊、歌
謡ショー、地場産品の販売なども行われる。

9：45
（神事）洒 水 の 滝 祭 り 7月28日（日） 洒水の滝

山 北 町山 北 町

小田原ちょうちん
夏 ま つ り

観光協会
電話 22-5002

7月20日（土）、
21日（日）

歴史に名を残す「小田原提灯」をシンボルとしたイベ
ント。小田原城址公園内のメイン会場では、ちょうち
ん踊りコンクールや小田原城太鼓合戦、周辺の沿道
では、自治会みこしパレードなどのさまざまなイベン
トが行われる。お堀には、地元小学生が製作した約
2,300個の小田原ちょうちんが飾られ、夜には明か
りが灯る。

20日（土）
12:00～
21日（日）
11：00～

小 田 原
城址公園
二の丸広場
及びその周辺

水産海浜課
電話 22-9227

さわる水族館・漁船クルージング・鮎のつかみどり
ほか。9:00～8月4日（日） 小田原漁港小田原みなとまつり

観光協会
電話 22-5002

打ち上げ数5,000発。スターマインを皮切りに、日
本の伝統的な花火に加え、エンターテイメント性の高
い花火ショーを繰り広げる。中でも、酒匂川を横断
する、高さ30メートル、全長300メートルもある「ナ
イアガラ」は圧巻。

19:00～小 田 原 酒 匂 川
花 火 大 会 8月3日（土） 酒匂川

スポーツ広場

小田原市小田原市

「大井よさこいひょうたん祭」は、華やかに飾りつけ
られたけやき通りとメイン会場となる駐車場で、約
800人の踊り手が、よさこい節の軽快なリズムに乗っ
て、会場を踊りまわり、真夏の夜を彩る。

地域振興課
電話 85-50138月3日（土） 12:00～21:00

(予定) 役場周辺大 井 よ さ こ い
ひ ょ う た ん 祭

大 井 町大 井 町

酒匂川町民親水広場に設けられたステージで踊りや
歌謡ショーなどを行い、町内では大名行列赤坂奴
(やっこ)、まとい、みこしなどのパレードを実施。

観光協会
電話 85-31308月24日（土） 16:00～ 酒匂川

町民親水広場まつだ観光まつり
松 田 町松 田 町

あしがら花火大会の開催に合わせて、コンサート
やバーベキュー、模擬店の出店など様々なベント
を開催。

産業振興課
電話 84-03178月24日（土） 15:00～21:00 開成水辺

スポーツ公園開 成 納 涼まつり
開 成 町開 成 町

子ども太鼓、足柄ばやし、パレード（県西地域最大
級のねぶた登場）、神輿競演、盆踊り、子どもランド
ほか。

足柄金太郎まつり
実行委員会
電話 74-2111

8月4日（日） 15：00～21：00
富士フイルム
辻下グラウンド

ほか
足柄金太郎まつり
南足柄市南足柄市

松田町と開成町で合同で開催。夏の終わりに、華
やかな花火が酒匂川の夜空を彩る。

観光協会
電話 85-31308月24日（土） 20:00～ 酒匂川・川音川

合流点の河川敷あしがら花火大会
松田町・開成町松田町・開成町

総合観光案内所
電話 0460
　　 85-5700

芦ノ湖の九頭龍明神に三升三合三勺の赤飯を供え献
じる神事と、灯籠（とうろう）が浮ぶ湖上で行われる
水上花火大会が夏祭りのスタートを飾る。

7月31日（水） 20:00 芦ノ湖
（元箱根）湖 水 ま つ り

箱根神社から湖上を渡り箱根関所を中継して巡幸す
る神事。9：00御 神 幸 祭 8月2日（金） 箱根神社～

駒形神社

寄木細工模様の灯籠で夏の夜を演出。各種イベント
もあり。（時間は催しによる）19:00灯街道・箱根湯本 8月１日（木）～

31日（土）
湯本

早川沿いなど

箱 根 町箱 根 町

20:00箱 根 園 サ マ ー
ナイトフェスタ 8月2日（金） 芦ノ湖

（箱根園） 水上花火大会と各種イベントを実施。
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○
設
定
温
度
の
調
整
を
適
温
に

「
冷
や
し
す
ぎ
」に
気
を
つ
け
て
、
設
定
温

度
は
控
え
め
に
。

○
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
は
こ
ま
め
に

フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
２
週
間
に
１
回
程
度
を

目
安
に
清
掃
す
る
と
、
ホ
コ
リ
の
目
詰
ま

り
に
よ
る
冷
房
能
力
と
風
量
の
低
下
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
で　

　
日
射
の
進
入
を
カ
ッ
ト

ブ
ラ
イ
ン
ド
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
窓

か
ら
入
る
熱
を
遮
断
す
る
と
、
室
温
が
上

が
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
風
向
き
は
上
向
き
に

冷
房
中
は
風
向
き
を
上
向
き
に
。
ま
た
、扇

風
機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用
し
て

室
内
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る
と
よ
り
効
果

的
で
す
。

○
設
定
温
度
の
再
確
認
を

食
品
の
入
れ
具
合
に
応
じ
て
、
設
定
温
度

が「
強
」の
場
合
は「
中
（
標
準
）」に
す
る

こ
と
で
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

○
扉
の
開
け
閉
め
は
短
く
、
少
な
く

普
段
か
ら
冷
蔵
庫
の
中
は
整
理
整
頓
し
て

お
き
、
ム
ダ
な
開
閉
を
減
ら
す
と
省
エ
ネ

に
な
り
ま
す
。

○
で
き
る
だ
け
放
熱
ス
ペ
ー
ス
を

冷
蔵
庫
の
上
に
は
物
を
置
か
ず
、
上
部
を

開
放
し
、
ま
わ
り
に
す
き
間
を
あ
け
る
と

省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

○
電
球
の
取
り
替
え
時
に
は

　
省
エ
ネ
性
の
高
い
ラ
ン
プ
に

白
熱
電
球
か
ら
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
や
電

球
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に
取
り
換
え
る
と
省

エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

○
調
光
機
能
を
使
う

調
光
機
能
が
つ
い
て
い
る
タ
イ
プ
は
、
必

要
な
明
る
さ
に
調
節
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

国の重要無形民俗文化財にも指定されている貴船神
社の歴史ある例大祭。海上渡御（かいじょうとぎょ）、鹿
島踊り（かしまおどり）、花山車（はなだし）、おはやしな
ど。 27日の宵宮ではツートン青木の物まねショーも！

観光協会
電話 68-2543

7月27日（土）、
28日（日） 終　日 真鶴港周辺、

貴船神社ほか貴 船 ま つ り

盆踊り・夜市などを実施。
～町民・観光客との出会い・交流～

産業観光課
電話 68-11318月10日（土） 午後～夜 真鶴港

岸壁広場豊漁豊作祭・盆踊り

真 鶴 町真 鶴 町

観光協会
電話 64-1234

国内トップクラスのサンバチームが温泉街をパレード。
ゴールの泉公園では手筒花火と打ち上げ花火もあり。19:00～20:00サン バ パレード 7月27日（土） 観光会館～

泉公園

湯河原町湯河原町

「やっさもっさ」の掛け声ととも
に、2,000人を超える踊り手や
花車、みこしがパレード。

観光課
電話 63-2111

8月2日（金）、
3日（土）

2日（金）
18:00～21:00
3日（土）

18:00～19:30
湯河原やっさまつり

2日(金)
湯河原小学校～桜木公園

3日(土)
幕山公園通り線

観光課
電話 63-211120:00～20:30

湯河原温泉海上
花 火 大 会

湯河原
海水浴場沖合 約5,000発の大輪の花が夏の夜空を彩る。

7月15日（祝）

8月3日（土）

※天候等により延期または中止する場合があります。

総合観光案内所
電話 0460
　　 85-5700

湖上に組んだ２基の鳥居に火を放ち、水面に映る火
の影を龍神に捧げて旅人の無病息災を願う故事伝承
を基にした神事と、燃え上がる鳥居の上空での水上
花火の打ち上げ。

8月5日（月） 20:00 芦ノ湖
（箱根）鳥 居 焼 ま つ り

伝統芸能の仙石原湯立獅子舞やプロの歌謡ショーに
より初秋の始まりを告げる。18：30～21：30仙石原すすきまつり 9月6日（金） 仙石原文化センター

野外ステージ

松明（たいまつ）で描かれた「大」の字が燃え上が
る明星ヶ岳の山頂を背景に、ダイナミックな花火が
打ち上がる大正時代から続く伝統行事。

19：30～20：10箱 根 大 文 字 焼 8月16日(金） 宮城野、強羅

箱 根 町箱 根 町
御神火（ごじんか）などが湖畔で灯される九頭龍明
神の祭りと、水上花火大会。19:30湖 尻 龍 神 祭 8月4日（日） 芦ノ湖

（湖尻）

夏
の「
電
気
の
上
手
な
使
い
方
」

照
　
明

照
　
明

冷
蔵
庫

冷
蔵
庫

　
今
夏
は
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
節
電
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
電
気
の
安
定
供
給
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
す
。
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
気
を
効
率
よ
く
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
ご
家
庭
に
お
い
て
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
省

エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
東
京
電
力
㈱　
神
奈
川
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
第
二

（
電
話
）
０
１
２
０
│
９
９
│
５
７
７
６
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子
育
ていい

ね
！

子
育
て
っ
て

石田さん
ご家族
＜上本村＞

使
命
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

「
現
在
は
、
医
療
機
関
を
自
己
選
択
す
る
時
代

で
す
の
で
、
個
人
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
ま
す

が
、
救
急
時
に
は
患
者
さ
ん
の
体
力
的
余
裕
が

な
い
場
合
も
多
く
、
時
間
と
の
戦
い
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
近
く
に
あ
る
病
院
が
受
け
入
れ
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
、
地
域
医
療
を
支
え
る
う

え
で
重
要
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

を
出
産
さ
れ
る
方
の
た
め
に
は
、
産
婦
人
科
医

や
助
産
師
の
増
員
に
よ
っ
て
、
院
内
助
産
を
中

心
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

足
柄
上
地
域
は
、
大
規
模
な
専
門
病
院
な
ど

が
無
い
医
療
過
疎
地
域
と
も
呼
べ
る
場
所
で

す
。
こ
の
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
広
く
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
病
気
を
治
す
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
病
気
を
予
防
す
る
健
康
教
育
に

つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
使
命
だ
と
考
え
ま
す
。
私
自
身
も
こ
の
地
域

の
住
民
で
す
の
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
病
院
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

看
護
師
と
し
て
の
信
念
や
理
想
像
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
看
護
師
は
、患
者
さ
ん
の
一
番
近
く
に
い
る

存
在
で
す
。
患
者
さ
ん
が
今
ど
う
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
を
常
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。今
、チ
ー
ム
医
療
が
重

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
や

多
様
な
症
状
を
複
数
人
で
診
る
う
え
で
、最
も

患
者
さ
ん
に
近
い
看
護
師
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で

す
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は
何
か

を
考
え
、医
師
が
的
確
な
指
示
を
出
せ
る
よ
う

に
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
多

忙
な
中
で
も
患
者
さ
ん
を
思
い
や
り
、い
い
ケ

ア
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、看
護
師
自
身
も
幸

せ
で
、充
実
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。」

　

我
が
家
は
、
主
人
、
私
、
１
歳
６
か
月
の

長
男
凌
也
と
、
３
か
月
の
長
女
芽
衣
佐
の
４

人
家
族
で
す
。
今
年
の
３
月
に
芽
衣
佐
も
家

族
に
加
わ
り
、
目
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
で
す
。

　
「
年
子
は
大
変
だ
よ
」と
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
猫
の
手
も
借
り
た
い
様
な
忙
し

さ
で
す
。
二
人
の
泣
き
声
、
騒
ぎ
声
か
ら
朝

が
始
ま
り
、
芽
衣
佐
を
抱
き
か
か
え
な
が
ら

凌
也
を
追
い
か
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
日

は
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
毎
日
の
中
、
最
近
凌
也
は
兄
と
し

て
の
自
覚
が
出
て
き
た
の
か
、
芽
衣
佐
の
ミ

ル
ク
を
一
緒
に
あ
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
１
歳

で
ま
だ
ま
だ
親
に
甘
え

た
い
時
期
な
の
で
す
が
、

凌
也
な
り
に
こ
の
状
況

の
中
で
成
長
し
て
い
る

の
だ
と
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

両
親
の
手
助
け
や
、

山
北
町
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

少
し
ず
つ
私
も
二
人
の

子
育
て
に
余
裕
が
出
始

め
、
芽
衣
佐
の
小
さ
な

成
長
も
気
づ
け
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
は
本
当
に
、

一
人
で
は
出
来
な
い
こ

と
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
母
親
で
あ
る

私
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
い
れ
ば
、
子
ど
も
も

気
持
ち
が
安
定
し
て
た
く
さ
ん
遊
ん
で
い
ま

す
。
逆
に
忙
し
く
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
時
は
、
や
は
り
凌
也
も
不
安
定
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
明
る
い
家
庭
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
私

も
日
々
成
長
し
な
け
れ
ば
と
思
う
毎
日
で
す
。

　

山
北
の
自
然
と
人
々
の
愛
情
の
中
で
、
二

人
と
も
大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
と
主
人
共
々

願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
純
子
さ
ん
）

町
の
人

　
髙
橋
祐
子
さ
ん
は
、今
年
の
４
月
に
足
柄
上
病

院
の
副
院
長
兼
看
護
局
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、地

域
医
療
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。看
護

師
と
し
て
最
初
の
勤
務
先
が
足
柄
上
病
院
で
、今

回
の
着
任
で
５
度
目
の
勤
務
と
い
う
髙
橋
さ
ん
。

今
回
は
、髙
橋
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

副
院
長
、看
護
局
長
と
な
ら
れ
て
の
感
想
や
決
意

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
病
院
で
は
、院
長
の
も
と
に
医
療
局
、看
護
局
、

事
務
局
の
三
本
柱
で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
副
院
長
は
医
師
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
の
制
度
導
入
に
よ
り
、

看
護
局
か
ら
も
副
院
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
看
護
局
で
は
、
看
護

師
が
常
勤
だ
け
で
も
２
０
０
名
程
い
ま
す
が
、
こ

の
局
を
任
せ
ら
れ
た
責
任
を
自
覚
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
院
長
が
い
ろ
い

ろ
な
方
針
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
私
に
と
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

地
域
医
療
を
支
え
、中
枢
を
担
う
足
柄
上
病
院
の

髙
橋　
祐
子
さ
ん　

（
足
柄
上
病
院
副
院
長
兼
看
護
局
長
）

お
父
さ
ん　
石
田 

康
幸
さ
ん

お
母
さ
ん 

純
子
さ
ん

 

凌
也
く
ん

 

芽
衣
佐
ち
ゃ
ん

り
ょ
う
や

め　
い　
さ

１
歳

３
か
月
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６
月
１
日
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
駐
車
場
に

お
い
て
、
町
民
の
福
祉
の

推
進
と
健
康
づ
く
り
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
第
９
回
福
祉
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
タ
や
ま
き
た
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
福
祉
活
動

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
福
祉

用
具
の
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
で
は
、
健
康
普
及
員
と

保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　

ま
た
、
毎
年
大
人
気
の

「
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物
園
」

が
今
年
も
開
園
し
、
多
数

の
小
さ
な
動
物
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
た
り
、
町
民
の

方
か
ら
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
品
物
を
販

売
し
た
福
祉
バ
ザ
ー

で
は
、
品
物
を
求
め
る

方
の
行
列
が
で
き
た
り
と
、

会
場
は
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

　町が保有する行政文書を皆さんの請求に応じて公開する情報公開
制度を実施しています。平成24年度の行政文書公開請求件数は２件
ありました。
　また、個人情報の取り扱いによる個人の権利利益の侵害を防ぐた
め、町が保有する個人情報の取り扱いについて、基本的なルールを定
める個人情報保護制度を実施しています。平成24年度は開示の請求
はありませんでした。
　総務防災課の情報公開窓口において、情報公開制度や個人情報保護
制度の案内や請求の受け付けを行っています。

福祉ふれあいフェスタやまきた

大変にぎわう福祉バザー会場

可愛らしい保育園児の演技 子どもたちに大人気の移動動物園子どもたちに大人気の移動動物園

【問合せ】総務防災課庶務班　（電話）７５－３６４３

平成24年度　情報公開制度の運用状況をお知らせします
行政文書公開請求の処理状況

公開したもの

行政文書の一部に個人名等が
記載されていたため、その部
分を除いて公開したもの

町が保有していないため不存
在としたもの

2件

0件

0件



広報やまきた　平成25年7月号　No.701 14

第16号

②「
お
金
が
か
か
る
か
ら
」と
健
診
を
受

　
け
て
い
な
い
あ
な
た
・・・

　
町
で
行
っ
て
い
る
特
定
健
診
の
自
己

負
担
額
は
集
団
健
診
が
１
０
０
０
円
、

施
設
健
診
が
１
３
０
０
円
で
す
。

　
も
し
病
気
に
な
っ
て
入
院
す
る
と
、

多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
、
健
診
を
受
け
て
病
気
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

１
年
間
で
か
か
る
医
療
費
は
？

③「
時
間
が
な
い
か
ら
」と

　
忙
し
く
て
健
診
を

　
受
け
て
い
な
い

　
あ
な
た
・・・

　
健
診
を
受
け
る
時
間
は
１
時
間
〜
２

時
間
程
度
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
時
間

を
健
診
に
使
っ
て
、
病
気
が
進
行
す
る

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

特
定
健
診
を

　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
「
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）」は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）」
に
着
目
し
た
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康
診
査

で
、
40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
町
で
行
う
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
医
療
保
険（
健
康
保
険
組
合
、

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
（
家
族
を
含
む
）
は
、
加
入
さ
れ
て

い
る
保
険
者
（
組
合
等
）
で
特
定
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①「
何
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
」と

自
覚
症
状
が
な
い
の
で
健
診

　
を
受
け
て
い
な
い

　
あ
な
た
・・・

　
平
成
24
年
度
の
山
北
町
の
特
定
健
診

の
結
果
で
す
。

　
な
ん
と
、
す
べ
て
に
異
常
な
し
の
方

は
、
た
っ
た
の
３
％
。
ほ
と
ん
ど
の
方

に
異
常
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
自

覚
症
状
が
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
、
油

断
は
禁
物
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。

早
期
に
病
気
の
基
を
み
つ
け
て
、
対
策

を
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
な
ど
重
い
病
気
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

７
月
20
日（
土
）〜
８
月
31
日（
土
）

 

子
供
半
額
期
間

７
月
26
日（
金
） 風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ

　
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
に
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
土
曜
日
に
も
集
団
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
、
足
柄

上
地
区
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※

健
診
日
程
等
、
詳
細
は
町
民
カ
レ
ン

　
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
保
険
健
康
課

　
保
健
年
金
班　
　
７
５
│
３
６
４
２

　
健
康
づ
く
り
班　
７
５
│
０
８
２
２

高
血
圧
：
約
７
万
円

糖
尿
病
：
約
17
万
円

高
脂
血
症
：
約
９
万
円

通　院

医
療
費
の
総
額

心　
疾　
患
：
約
４
０
０
万
円

脳
血
管
疾
患
：
約
２
０
０
万
円

入　院 悪
く
な
る
と
・・・

異常なし
3％

9％

3か月以内
再検査
32％

要経過観察
17％

治療継続
14％

生活注意

精密検査
25％
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心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

夏休み期間中、小・中学生を対象に“いろいろな事を体験しよう”をテーマに、サマースクールを開校します。
ぜひご参加ください。

※各教室とも飲み物を持参してください。

申込み期間：７月５日（金）～７月12日（金）
※申込みは、本人又は保護者の方が行ってください。
定員を超えた場合は、抽選となります。
※抽選となった教室は、７月１４日（日）に中央公民館に掲示します。
※抽選の結果は、７月１９日（金）までに電話で連絡します。
実施日 教　　室　　名 講 師 名 時　　間 定員 参加費 内　　　容
7月25日㈭
26日㈮

8月 2日㈮
こども茶道体験教室 山北町茶道同好会

茶道の体験をします。
（3回コース）
※1回のみの参加も可能です。

10：00～ 12：00 各
20名

1回
100円

7月30日㈫ 歌 っ て 踊 れ る
ジュニアエクササイズ 府川聖子さん

音楽に合わせ、歌いながら楽し
く踊ります。
※動きやすい服装・タオルを持参

1～3年 13：30～14：30
4年以上 15：00～16：00

各
20名 無料

7月31日㈬ 生花で作るミニブーケ教室
（低学年は保護者同伴） 野地悌子さん

生花でかわいいブーケを作ります。
※花ばさみ（普通のはさみでも
　可）・持ち帰り用の袋を持参

①10：00～ 12：00
②13：30～ 15：30

各
20名 500円

8月 1日㈭ からくりパズル工作教室 からくり職人
からくり職人のおもしろおかしい工作
教室。からくり小箱などを作ります。
※よごれてもよい服装

①10：00～ 11：30
②13：30～ 15：00

各
20名 600円

8月 3日㈯ こ ど も 陶 芸 教 室 山本　渉さん 粘土で器を作ります。
※よごれてもよい服装・弁当を持参10：00～ 15：00 20名 300円

8月 6日㈫ ツ ナ パ ン 作 り 教 室 北村園子さん
ツナや玉ねぎなどをのせた調
理パンを作ります。
※エプロン・三角巾・筆記用具を持参

① 9：30～ 11：30
②13：30～ 15：30

各
20名 300円

8月 8日㈭ ストレッチ体 操 教 室 安藤せいこさん 楽しく体を動かします。
※動きやすい服装・タオルを持参10：00～ 11：00 15名 無料

8月 9日㈮ 一 日 図 書 室 員
（小学5年生以上・経験者不可） 中央公民館職員

図書室の仕事を体験します。
※もっている人は図書カードを
　持参・サンダル不可

9：30～ 12：00 6名 無料

8月10日㈯ キャンドル 作り教 室 西尾　修さん
形や色を選べて飾り付けも楽しめる
「モザイク・キャンドル」を作ります。
※エプロン又はよごれてもよい服装・
　手ふきタオル・持ち帰り用の袋を持参

①10：30～ 11：30
②13：30～ 14：30

各
20名 500円

8月11日㈰ 万 華 鏡 作 り 教 室 関 　勝則さん 万華鏡や手作りのしおりを作ります。
※はさみ・のり・色鉛筆を持参

①10：30～ 12：00
②13：30～ 15：00

各
20名 200円

8月16日㈮ 絵 画 教 室 諸星カツさん 水彩画を描きます。
※よごれてもよい服装9：30～ 11：30 20名 100円

サマースクールのご案内サマースクールのご案内サマースクールのご案内
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お知らせ

　図書室おはなしボランティア『ポケット』の皆さんによる
「おはなし会」の夏の拡大版を開催します！
  楽しいおはなしの世界を体験してみませんか？
●場　所　２階和室
●時　間　10：30～ 11：30
●内　容　す話「あたまにかきのき」
　　　　　パネルシアター「これはジャックのたてたいえ」
　　　　　スポンジシアター「どうよう」

７月13日（土）夏のおはなし会スペシャル

　グループで学習や作業をする子どもたちに夏休み期間中、１階ロビーを開放します。
●利用期間  ７月23日（火）～８月31日（土）　　●利用時間  ９：００～１７：００
●利用方法  図書室カウンターにて随時受付

子どもたちに学習の場を提供します！

お知らせ

　沼田 陽子さんを講師にお招きして、しっと
り、とろけるような食感のチーズケーキを作り
ました。
　酸味が効いていて、初夏にピッタリなデザー
トに仕上がりました。

チーズケーキ作り教室【5月24日（金）】チーズケーキ作り教室【5月24日（金）】

前回のイベントから

　１階ロビーにて図書室で除籍となった古本
などのリサイクル展を開催しました。期間中、
たくさんの方々が訪れ、1398冊もの本がリサ
イクルされました。

本のリサイクル展【６月１日（土）～９日（日）】本のリサイクル展【６月１日（土）～９日（日）】

　子ども達や親子を対象に、大人気の名作アニメ「バンビ」を上映しました。上映後は幸せそうな笑顔に包ま
れていました。

和菓子作り教室【４月１７日（水）】親子映画鑑賞会【5月26日（日）】

　大井町文化団体連絡協議会　盆栽部の方々
を講師にお招きして、苔と草花を使って簡単
でかわいらしいミニ盆栽（苔玉）を作りました。
　参加者からは楽しく作ることが出来たと好
評でした。

苔玉作り教室【6月2日（日）】

　夏休み親子映画鑑賞会「ロラックスおじさんの秘密の種」について、席に若干の余裕がありますので鑑賞希望
の方はお申込みください。

夏休み親子映画鑑賞会「ロラックスおじさんの秘密の種」申込み受付中！

●上映日時　７月27日（土）　13：30～14：55（13：00開場）
●上映場所  １階 多目的ホール
●定　　員  288名（入場無料・要整理券）

●申込方法　中央公民館、清水支所、三保支所にて
申込みと同時に整理券を配布します。
定員になり次第、締め切りとなります。

ロビー展示
開催しました

昨年も大盛況でした！
みんなできてね～！！

風船もらえるよ！

手品もある
よ！
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美術工芸室

視聴覚ホール

視聴覚ホール

和 室

美術工芸室

視聴覚ホール

和 室

和 室

視聴覚ホール

多目的ホール

図 書 室

多目的ホール

多目的ホール

美術工芸室

美術工芸室

和 室 他

視聴覚ホール

美術工芸室

図 書 室

多目的ホール

調理実習室

１階ロビー

和 室

図 書 室

美術工芸室

美術工芸室

美術工芸室

申込者

申込者

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

申込者

申込者

申込者

自 由

自 由

申込者

申込者

 　　　

申込者

申込者

申込者

申込者

自 由

自 由

申込者

自 由

申込者

申込者

申込者

申込者

申込者

場　　所 開始時刻 対象７月 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

ワンダーランド

ジュニアコーラス

ジュニアコーラス

夏のおはなし会スペシャル

ワンダーランド

ジュニアコーラス

こども茶道体験教室（サマースクール）

こども茶道体験教室（サマースクール）

ジュニアコーラス

夏休み親子映画鑑賞会

おはなし会

山北町歌謡連盟カラオケ発表会

歌って踊れるジュニアエクササイズ
（サマースクール）

生花で作るミニブーケ教室
（サマースクール）

 

からくりパズル工作教室
（サマースクール）

こども茶道体験教室（サマースクール）

ワンダーランド

こども陶芸教室（サマースクール）

おはなし会

米若会ゆかたざらい

ツナパン作り教室（サマースクール）

山北町写真同好会写真展（～18日）

ストレッチ体操教室（サマースクール）

一日図書室員（サマースクール）

キャンドル作り教室（サマースクール）

万華鏡作り教室（サマースクール）

絵画教室（サマースクール）

９：００
１０：００
１０：００
１０：３０
９：００
１０：００
１０：００
１０：００
１０：００
１３：３０
１４：３０
１０：００
１３：３０
１５：００
１０：００
１３：３０

 
１０：００
１３：３０
１０：００
９：００
１０：００
１４：３０

１０：００

９：３０
１３：３０

１３：００

１０：００
９：３０
１０：３０
１３：３０
１０：３０
１３：３０
９：３０

中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
町歌謡連盟

中央公民館

中央公民館

 

中央公民館

中央公民館
中央公民館
中央公民館
中央公民館
岩田　篤治
TEL.090（9959）8208

中央公民館

関　　昭　男
TEL.（75）1448
中央公民館
中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

場　　所 開始時刻 対象８月（前半） 催　し　物　名 主催者 ・ 問合せ

土

土

土

木

金

土

日

火

水

木

金

土

日

火

木

金

土

日

金

6

13

20

25

26

27

28

30

31

1

2

3

4

6

8

9

10

11

16

＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

日

7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内
利用時間は、９：００～１８：００です。
（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
アドレスは、パソコン用　ｈｔｔｐ：//ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ．ｊｐ/
　　　　　　携帯電話用　ｈｔｔｐｓ：//ｉｌｉｓｏｄ００１．ａｐｓｅｌ．ｊｐ/ｙａｍａｋｉｔａ-ｌｉｂ/ｗｏｐｃ/ｐｃ/ｍＳｒｖ？ｄｓｐ＝ＴＰ

携帯サイトの
案内はこちら

　小学校低学年の部から高等学校の部まで全
18冊展示しましたのでご利用ください。
※貸出し冊数は２冊まで、
　期限は１週間となります
　のでご注意ください。

第59回 青少年読書感想文
全国コンクール課題図書
第59回 青少年読書感想文
全国コンクール課題図書

●日　程・内　容
①　７月２７日（土）
　絵本「ターちゃんとペリカン」ほか
　（おはなしボランティア「えほんまる」）
②　８月　３日（土）
　パネルシアター「にじいろのさかな」ほか
　（おはなしボランティア「汽車ポッポ」）
③　８月１７日（土）
　大型絵本「おばけのてんぷら」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）

●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
◆ 一 般 書

書　　　名 著  者  名　等
父　水上勉
○に十の字
岳飛伝　５
あこがれの山登り１００の基本
ネット選挙

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

しましまとぽちぽち
カエルのおでかけ
かあちゃん取扱説明書
永遠に捨てない服が着たい
宇宙の迷路

『受賞作を読む』
今月のおすすめ本今月のおすすめ本今月のおすすめ本

　好評のため、先月に引き続き、
いろいろな文芸賞を受賞された
作品を展示します。
　心に残る１冊に
　　　　出逢えるかも…。

窪　島　誠一郎
佐 伯 泰 英
北 方 謙 三
学研パブリッシング
西 田 亮 介

ダーロフ・イプカー
高 畠 那 生
いとう　みく
今 関 信 子
香 川 元太郎

受賞作受賞作
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川村小学校　教育振興費として
　　　にこにこクラブ学童 様　

259,080円
学校教育のため
　　　小田中日光会 様　

町内各中学校へ　書籍７冊寄贈

７／　７　　山北町森林セラピー基地

　　　　　　　オープン１周年記念イベント

　　１５　　カヌーマラソンＩＮ丹沢湖

　　２８　　洒水の滝祭り

７／　７　　山北町森林セラピー基地

　　　　　　　オープン１周年記念イベント

　　１５　　カヌーマラソンＩＮ丹沢湖

　　２８　　洒水の滝祭り

山北
三保　

22.5℃
18.3℃

（20.1℃）
（18.2℃）

5月の平均気温

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

町の人口と世帯 （6月1日 現在）
（　）内は前月比

5,648人　
5,942人　
11,590人　
4,251世帯

（　 3人）
（－ 3人）
（　 0人）
（　6世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成24年の数値

5月の降雨量
山北
三保　

79mm（
123mm（

222mm）
239mm）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

しゅんたろう

こ う き

あ か り

湯　坂　牧　野　隼太朗（男）英　一・歩　美

神　縄　豊　田　煌　來（男）　豪　・幸　子

玄　倉　山　口　明花里（女）貴　弘・琴　絵

※今回の掲載分は、平成２５年５月１６日から平成２５年６月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

萩原下　　加　藤　富　造（男）８５歳　本　人

馬　場　　関　　　滿　義（男）８５歳　　〃　

　宿　　　山　田　耕　三（男）７３歳　　〃　

越　地　　野　地　德　江（女）９１歳　活　世

水　上　　菊　池　則　子（女）５８歳　雄　一

共和西　　小　澤　フジヱ（女）１０１歳　　豊　

峰塩沢　　井　上　信　子（女）８６歳　泰　生

仕
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み
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え
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に
顔
を
洗
え
ば
夏
の
風
吹
く
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5月1日から5月31日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 49件 救助 0件
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　今月号の表紙は、５月29日に行われた清水小・中学生、
三保小学生合同の「田植え体験学習」でのワンシーンです。
　田んぼの泥に足を取られながらも、みんなで楽しみなが
ら田植えをしている様子を撮影しました。

今月の表紙 「田植え体験」

西丹沢山開き

田植え体験田植え体験田植え体験田植え体験
　５月２８日に川村小学校５年生の児童が、５月２９日
には清水小・中学校と三保小学校の児童生徒が、
それぞれ田植えの体験学習をしました。
　地域の協力者の方や地域づくり委員会のメンバ
ーから苗の植え方を教わった児童生徒は、横一列
に並び目印に沿って、丁寧に苗を植えていきました。

昔ながらの手作業で･･･

　５月26日（日）、西丹
沢自然教室で登山者の安
全を祈願する西丹沢山開
き式が行われました。
　式典後、多くの登山者
たちは、シロヤシオツツ
ジやトウゴクミツバツツジが咲く中で、山歩きを楽しん
でいました。また、今年は町長も檜洞丸に登頂し、登山
者の安全を祈願しました。


